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耕作地で獣害勉強会

◆江川地域のまちづくりに寄与すること

を目的に、平成18年４月に｢江川地域づ

くり協議会｣を設立。

◆地域活性化のため、住民が連帯した高

齢者の支援活動などを通じた地域の問

題解決に取り組む。

◆地域交通と地域デイサービスの運営、

農地等勉強会の実施、ホップ栽培とク

ラフトビール販売、大学の佐用ラボ設

置、ドローン活用による獣害被害対策

等に取り組む。

◆地域交通｢江川ふれあい号｣は、地域の

重要な足となっている。

◆地域デイサービスは高齢者や介護保険

要支援者を対象者として実施。

◆耕作放棄地でホップを栽培し、クラフ

トビールを製造、販売。

◆空き家対策では島根大学の学生と共に

空き家調査を実施、バンクに登録する

家屋が増え入居者も決定。

◆獣害被害対策は電気柵や捕獲檻の設置

方法などの講習を行った。

ホップ栽培とクラフトビール販売 地域デイサービスえがおを毎週実施
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